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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

北海道の現状を鑑みると、広域分散社会を解決する手だてとして、ネットワーク環境は必須の物で

ある。一方でデジタルデバイドの問題は、逆に、広域分散社会において大きな問題となる。しかし、

ようやく北海道で光ファイバが全市町村に敷設され、今後の活用に期待が掛かるようになった。携

帯電話をみても分かるように人口カバー率９９％と謡われているが、地図にマッピングするとわず

かの領域しかカバーしていない。しかし、このような利用率に依存したネットワーク構築に関する

研究は、今後のコストパーフォーマンスや利用率の向上の為には非常に重要である。そこで我々は

情報基盤センター及 NPO法人 北海道地域ネットワーク協議会などとの共同研究により、高度アプ

リケーションの利用シーンを念頭においた効率化したネットワーク構築のあり方について研究を行

った。とくに医療分野において、この研究成果の活用は大きく期待される。まず、現状の把握を行

いながら、我々が研究開発してきた Virtual Global Network(VGN)の有効性を検討し、さまざまな

ネットワークにて OverlayNetworkの有用性を実験し、そして、医療への応用を検討した。 

高齢化社会を見据えた健康・長寿社会の形成過程に於いて、特に地域医療に関しては地域住民(患

者)を中心とする視点からの見直しが急務で、ICTの利活用による広域・遠隔医療の推進が、安全・

安心社会の実現、及び地域医療対策（医療過疎地域問題、医師等医療者不足、経営的課題等を含む）

に必須であり、地域を「面的」に捉え、地域住民動線、地域特性を踏まえた、広域医療提供基盤の

創出、医療資源[人的、物的、及び費用的資源]の最適化が重要となる。 

 医療不在の解消、高 ROI [Return On Investment]型安全・安心医療、予防医療的見地による平時・

日常的、系時的身体状態（健康状態）管理による増悪の防止と健康の増進。医師・医療者間、医療

者・患者間、在宅高齢者等の密な連携による『地域の目』=「見守り」環境の構築。そして、人的ネ

ットワークの確立を基礎とするネットワーク研究者及び医師・医療機関間の密接な連携。 
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（研究成果のつづき） 
以上を実現する具体的方策として、以下各具体的事業を基本フレームワークとして有機的な接続連

携、情報交換を企図し研究を行った。◆ 医師・医療機関相互連携：ID-Link地域連携システム、◆ 

Web 型周産期医療支援：Hello Baby Program-Hokkaido、◆  医師・医療者他 Visual 

Communication：V-Cube SI/Empowered by Continua HA、◆ Vital Data Monitoring：Vital 

Monitoring/Empowered by Continua HA、◆ 在宅医療支援：在宅見守りシステム見守り これら

の展開を、下記に図示する。さらに、新たなる試みとして、デジタルヒューマン工学の健康増進へ

の試み、及び Virtual Desktopによるセキュリティなどについて検討し、次期への展開を検討した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


